
【高齢者施設】演奏会営業架電営業トークスクリプト 
　　　※ご自身でお話ししやすいようにアレンジしてお使いください 
 
①挨拶 
お世話になります。 
○○（楽器名）奏者の、○○（あなたのお名前）と申します。 
 
ボランティア演奏会や音楽レクのご担当の方はお見えでしょうか（高齢者施設

の場合） 
 
 
②受付突破 
 
受「ご用件は？」⇒自「演奏会の件、とお伝えいただけますでしょうか」 
 
受「具体的には？」⇒自「私、じつは御社のご近所に住んでおりまして、 
　　　　　　　　　　　　長年（あなたの楽器名）の演奏活動を行っておりまして 
　　　　　　　　　　　　演奏で御社のお役に立てると思いましてご連絡いたしまし

た。 
　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　 
 
 
④担当者につながる 
 
担「お電話代わりました」 
 
自「お忙しいところ誠に恐れ入ります。 
○○奏者の○○（あなたのお名前）と申します。 
 
突然のご連絡で失礼いたします。 
 
わたくし、（あなたの楽器名）で長年演奏活動を行っておりまして 
 



御社のお近くに住んでおりますので 
 
演奏でお役に立てると思い、ご連絡いたしました。 
 
 
 
担「まずは資料を送ってほしい」 
自「かしこまりました。メール（FAX）でお送りさせていただいてもよろしいでしょう
か」 
メールアドレス（FAX番号）・ご担当者様名（漢字表記）をお聞きする。 
 
 
 
 
演奏OKの場合 
 
担「値段はいくらですか？」 
自「他の演奏者様の金額と同じに合わさせていただければと存じますが、他の

方はおいくらでご演奏なさっておりますでしょうか」 
自「金額は特に決めてはいなかったので、ご予算をお聞かせいただけますで

しょうか。 
 
担「金額が出せない」「無料で演奏して」 
自「かしこまりました。日程につきまして、所属事務所に確認の上、折り返しご

連絡いたします」 
 
 
担「演奏時間は何分ですか？」 
自「司会進行含めて45分～60分など、ご希望に合わせてお時間設定していた
だけます」 
 
担「曲は何曲ですか」 
自「８～10曲です」「アンコールもしていただけます」 
 



担「どんな曲ですか」 
自「季節感のある唱歌や、昭和の歌謡曲など、皆様の良くご存じの曲を演奏い

たします」 
 
 
分からないことを言われた場合 
自「その点につきまして所属事務所に確認の上、折り返しご連絡させていただ

いてもよろしいでしょうか」⇒森口までご連絡ください。 
 
※資料送付した三日後に担当者に再度電話連絡し日程決め・演奏実施・報酬

受け取り・リピート開催 
（次回の演奏日時まで決める） 
 
◎値段交渉 
 
他の演奏者の金額をお聞きし、それ以上の金額は提示しない。 
 
出していただけそうなら 
「ちなみになんですが、１万円だと高いですか？」とお聞きしてみる。 
話し合いのうえ決定する。 
 
5000円前後だと決まりやすい 
 
 
追伸 
お断りされても気にせず次に行きましょう。 
 
１社でも決まれば、リピート依頼や、系列店依頼につながるため 
100社以上決まったのと同じです。 
 
ご近所でリピートで演奏できる場所は大変貴重です。 
 
どんな演奏会でも、必ず勉強になり、今後の演奏活動に大変役立ちます。 



くじけず演奏活動を継続していきましょう。 
 
今後の流れ 
①架電営業⇒演奏会が決まる⇒演奏の仕事⇒リピート依頼をうける⇒実

績をHPやSNSで宣伝（演奏依頼の連絡先を明記する）⇒演奏依頼が来た
時には、例えば20000円にする⇒少しずつ値段を上げる（報酬50000円、
10万円など） 
 
1万円～3万円とか5万円だったら決まりやすいと思われます。 
 
値段の上げ方の例 
一人で演奏⇒10000円。二人で演奏⇒20000円。三人で演奏⇒30000円 
他のメンバー（ピアノ伴奏者など）には6000円とか8000円払う 
 
 
②学校で教える 
部活動での指導（東京都の場合時給　1800円） 
登録制（各学校に問い合わせてください） 
区役所に登録するのか、教育委員会なのか調べる 
 
③その他 
母校でのコンサート 
10万円～30万円ぐらいで決まる場合が多いです。 
参加生徒の人数による。（例　500円×在校生数） 
 


